
第27号
庄内町農業委員会
平成30年10月20日

農委広報

　
立
川
枝
豆
部
会
所
有
の
、
乗
用

枝
豆
収
穫
機
に
よ
る
加
工
用
枝
豆

の
、
刈
取
り
風
景
で
す
。
立
川
枝

豆
部
会
は
、
現
在
５
名
で
面
積
6.5

を
作
付
け
刈
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
管
内
の
三

川
、
藤
島
地
域
を
含
む
23
　
で
刈

取
り
を
、
７
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

ま
で
行
い
ま
し
た
。

表
紙
の
紹
介

半
澤
　
重
幸ha

ha

枝豆の刈取作業
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ま
ず
五
団
体
と
は
、
余
目
町
農
業

協
同
組
合
・
庄
内
町
農
業
委
員
会
・

最
上
川
土
地
改
良
区
・
庄
内
町
議
会
・

庄
内
た
が
わ
農
業
協
同
組
合
の
五
つ

で
、
例
年
は
当
番
幹
事
団
体
が
段
取

り
を
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
な
が
ら
講
演
会
と
懇
親

会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
の
開
催
当
日
は
、
も
し

例
年
通
り
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
っ
て
い
た
ら
、
熱
射
病
で
倒

れ
る
く
ら
い
の
猛
暑
日
で
し
た
。

　

講
演
会
の
講
師
の
、中
原
浩
子
氏
は
、

以
前
に
庄
内
町
観
光
協
会
で
観
光
専

門
員
を
な
さ
れ
て
お
り
、
農
委
広
報

「
風
と
大
地
」
第
14
号
に
、「
私
も
一
言

夢
の
あ
る
農
業
に
期
待
」
と
題
し
て

ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
の
演
題
は
、「
若
者
の
力
を
引

き
出
す
大
人
と
は
」
と
題
し
て
、
東
北

公
益
文
科
大
学
の
学
生
の
本
木
祐
太

氏
と
二
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
せ
ら
れ
た

時
は
、
ど
う
な
る
も
の
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
本
木
さ
ん
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
を
思
わ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
？

で
し
た
。

　
「
地
産
地
消
」
で
は
な
く
、「
地
産
外

消
」
と
い
う
こ
と
で
、
販
路
の
拡
大
に

も
触
れ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
の
最
後
に
、「
さ
あ
、
一

歩
踏
み
出
す
の
は
誰
だ
？
」
と
。

　

講
演
の
後
は
、
懇
親
会
で
、
冷
た
い

生
ビ
ー
ル
や
、猛
暑
に
、秋
の
味
覚「
芋

煮
汁
」
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

第
14
回
庄
内
町
五
団
体
交
流
会

齋
　
藤
　
　
　
敦

第14回庄内町五団体交流会

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
７
月
25
日
に

実
施
し
ま
し
た
。調
査
は
、農
業
委
員
、

事
務
局
が
昨
年
の
調
査
結
果
、
担
当

委
員
の
調
査
を
中
心
に
、
所
在
と
状

況
を
一
筆
ご
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
く

「
利
用
状
況
調
査
」
と
「
耕
作
放
棄
地

全
体
調
査
」
を
兼
ね
、
耕
作
放
棄
地

の
把
握
、
農
地
法
の
許
可
（
届
出
）

案
件
の
履
行
状
況
確
認
、
農
地
の
違

反
転
用
有
無
を
農
業
委
員
会
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
農
産
物
の
生
産

能
力
の
衰
退
の
み
な
ら
ず
、
雑
草
繁

茂
や
病
害
虫
発
生
な
ど
、
近
隣
耕
作

地
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
農
地
の
集

団
利
用
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
　
葉
　
俊
　
一

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

農地パトロール
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私
の
家
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
私

の
四
人
で
水
稲
、
大
豆
、
赤
か
ぶ
、
枝

豆
、
ス
ト
ッ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
、
中
学
生
の
こ

ろ
か
ら
家
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な

り
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
漠
然
と
将
来

は
家
を
継
ご
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
は
庄
内
農
業
高
校
に
進
学
し
、
稲

作
を
学
び
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
、

山
形
県
立
農
業
大
学
校
に
進
学
し
２
年

間
野
菜
に
つ
い
て
学
び
平
成
28
年
３
月

よ
り
認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
就
農
致

し
ま
し
た
。

　

主
と
な
る
経
営
は
水
稲
で
私
と
父
で

担
当
し
て
い
ま
す
。
稲
作
経
営
面
積
は

約
15　

で
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
繁

忙
期
に
は
祖
父
、
祖
母
に
も
手
伝
っ
て

も
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
規
模
拡
大
す
る
場
合
に
は
、

法
人
化
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
野
菜
物
は
祖
父

祖
母
が
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。
肥

料
散
布
な
ど
の
重
労
働
は
私
が
代
わ
り

に
手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
共
同
作
業
の
堆
肥
散
布

と
も
み
殻
育
苗
マ
ッ
ト
を
作
る
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
リ
防
除
の
補

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
紹
介

常
万
　
齋
藤
大
樹

助
員
も
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
先
輩
方

と
仕
事
を
す
る
の
は
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
す
し
、
農
家
の
交
流
が
増
え
農
業

の
話
や
相
談
し
た
り
で
き
る
人
と
知
り

合
え
た
こ
と
は
自
分
の
大
き
な
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
24　

の
経
営
を
し
て
い
ま
す
が

将
来
は
法
人
化
し
従
業
員
を
雇
い
農
家

の
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全

な
米
を
生
産
し
販
売
経
路
を
増
や
し
価

格
に
左
右
さ
れ
な
い
販
売
を
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

た
い
き

ha

ha

　

サ
ブ
テ
ー
マ

　
　

〜
樹
氷
の
よ
う
に
輝
き
、

　
　
　

た
く
ま
し
い
未
来
へ
〜

　

そ
の
後
、
県
内
８
ヶ
所
に
会
場
を
移

し
て
、
地
域
交
流
会
（
情
報
交
換
会
）、

庄
内
地
区
は
、
鶴
岡
・
田
川
と
酒
田
・

飽
海
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

庄
内
町
認
定
農
業
者
の
会
会
員
も
、

20
名
参
加
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
本
大
会
が
盛
会
に
終
え
る

事
を
願
う
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
11
月
８
日
（
木
）、
９
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
第
21
回
全

国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
や
ま
が

た
８
日
（
木
）
の
全
体
会
は
、
山
形
国

際
交
流
プ
ラ
ザ
（
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
）

に
お
い
て
、
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
、

農
林
水
産
大
臣
表
彰
式
や
パ
ネ
ル
ト

ー
ク
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
で
閉
会
で
す
。

　

本
県
の
大
会
テ
ー
マ
は
、

　
　

咲
か
せ
よ
う　

農
の
花
！

　
　

実
ら
せ
よ
う　

豊
か
な
日
本
！

庄
内
町
認
定
農
業
者
の
会  

和
島
　
孝
輝

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト

第
21
回

in
や
ま
が
た
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編
集
委
員（
農
地
部
会
）

秋
葉
　
俊
一

佐
藤
　
恒
子

長
南
　
　
統

和
島
　
孝
輝

斎
藤
　
克
行

齋
藤
　
　
敦

髙
橋
　
義
夫

編
集
後
記

　
今
年
も
い
つ
の
ま
に
か
、
実
り
の
秋

を
迎
え
て
い
る
。
大
雪
の
年
は
、
稲
が

豊
作
で
あ
る
事
を
信
じ
期
待
し
て
い
た

が
、
ま
さ
に
今
年
の
稲
は
、
く
ず
米
が

豊
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
最
近
の
気
候
は
、
極
端
に
変
化
が
あ

り
す
ぎ
る
。
田
ん
ぼ
の
水
不
足
が
あ
っ

た
と
思
い
き
や
、
そ
の
後
二
度
も
豪
雨

に
み
ま
わ
れ
た
。
我
が
家
の
ハ
ウ
ス
は
、

冠
水
し
、
中
の
作
物
に
被
害
を
受
け
た
。

ま
さ
に
、
日
本
列
島
は
、
台
風
や
、
大

地
震
な
ど
の
異
常
気
象
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ワ
ー
で
あ
る
。

　
ま
た
、大
き
な
台
風
が
、日
本
列
島
に
、

近
づ
い
て
い
る
が
、
自
然
の
力
に
、
か

な
う
力
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

︵
Ｈ
・
Ｓ
︶

部

会

長
　
半
澤
　
重
幸

副
部
会
長
　
佐
藤
　
　
一

違法転用
●許可なく転用した場合
や、転用許可に係る事
業計画どおりに転用し
ていない場合等は、農
地法に違反することと
なり、工事の中止や原
状回復等の命令がされ
る場合があります（農

●罰則の適用もあります

条）。違反転用すると
個人は３年以下の懲役

罰金、法人の場合は１
億円以下の罰金が科せ
られます。

 資材置場にした
 青空駐車場にした
 産廃の捨て場にした
 建設残土の捨て場にした
 農業用施設を建てた※

※自己所有農地に２ａ未満の
農業用施設を建てる場合は
許可を要しないこととなっ
ていますが、届け出は必要
です。まずは農業委員会に
ご相談ください。


